
横田飛行場への戦闘機の飛来について（口頭要請） 

 

今般、横田基地周辺住民から地元自治体に「１１月１８日（土）及び１９日

（日）の米軍横田基地へのＦＡ－１８の飛来」に関する問合せや苦情が複数寄

せられたことから、防衛省北関東防衛局に事実確認等の照会を行ったところ、

米軍から「ＦＡ－１８（４機）が横田基地に飛来しており、訓練内容等（離着

陸の時間）については運用に関することであるため答えられないが、タッチア

ンドゴーを実施した」という回答が、防衛省北関東防衛局を通じて地元自治体

に提供された。 

 また、地元自治体には、１２月２日（土）及び３日（日）についても、横田

基地周辺での戦闘機の騒音に関する苦情が寄せられている。 

基地周辺住民にとっては、休息日である土曜日・日曜日に生じた事象であり、

地元自治体として看過することのできないものであることから、改めて、次の

点について要請する。 

 

 

○ 横田飛行場における騒音規制措置を遵守すること。 

○  実施された戦闘機の訓練の目的や理由を明らかにし、地元自治体へ情報提 

 供を行うこと。 

○ これまでも要請を行っているとおり、基地外に影響を及ぼす恐れのある事

案については、事前の情報提供を行うこと。 

○ 飛行運用等全てにおける安全対策を徹底するとともに、基地周辺住民に与

える影響を最小限にとどめるよう努めること。 
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